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仕
ふ
る
道
の
朝
霞
。
〳
〵
。
深
き
や
恵
み
成
ら
ん
。

抑
是
は
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
也
。
扨
も
神
泉
苑
に
を
る
ゝ

鵜
共
。
刃
脱
と
成
て
池
の
上
に
う
か
ぶ
。
彼
有
所
替
る
事

な
き
よ
し
。
則
叡
聞
に
達
す
。
尋
見
て
参
れ
と
の
宣
旨
を

蒙
り
。
唯
今
神
泉
苑
に
と
急
候
。

春
の
夜
の
朧
月
夜
の
名
残
と
や
。
〳
〵
。
出
る
朝
日
の
影

迄
も
。
霞
た
な
び
き
行
袖
は
。
あ
け
の
緑
も
錦
に
て
。
柳

桜
を
こ
き
ま
ぜ
し
。
池
の
辺
に
着
に
け
り
。
〳
〵
。

「「「「「「「「「
次
第

ワ
キ
詞

道
行詞

一
声
、二
人

二
句
、ツ
レ

二
人

サ
シ

二
人

急
候
程
に
。
神
泉
苑
に
着
て
候
。
暫
く
此
池
の
辺
に
休
ら

ひ
。
朝
清
め
の
宮
奴
参
て
候
は
ゞ
。
委
く
尋
ば
や
と
存
候
。

宿
守
の
。
と
も
の
宮
つ
こ
心
あ
ら
ば
。
朝
清
め
す
る
。
花

ざ
か
り
。

心
の
限
り
我
も
亦
。

仕
へ
て
春
を
や
。
送
ら
ま
し
。

実
や
春
風
も
。
治
ま
る
御
代
の
光
に
は
。

頭
の
雪
も
忘
れ
草
の
。
長
閑
に
住
る
雲
井
よ
り
。
降
く
る
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花
の
。
面
白
さ
よ
。

御
垣
守
衛
士
の
焼
火
の
夜
だ
に
も
。

い
も
ね
ず
夙
に
仕
へ
来
て
。
〳
〵
。
朝
清
め
す
る
花
守
の
。

年
経
る
松
の
陰
迄
も
。
み
つ
輪
汲
ま
で
仕
へ
来
て
。
君
万

歳
と
。
祈
る
な
り
。
〳
〵
。

い
か
に
是
成
は
朝
清
め
の
宮
奴
に
て
有
か
。

さ
ん
候
。
朝
清
め
の
者
に
て
候
。

扨
も
此
程
池
上
に
お
る
ゝ
し
ま
つ
ど
り
。
度
々
来
つ
て
浮
べ

「「「「「「「
歌歌

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ詞

る
よ
し
。
殊
に
は
其
有
所
も
替
ら
ぬ
よ
し
。
余
り
に
不
思

議
に
思
召
る
ゝ
間
。
委
く
尋
て
申
上
よ
と
の
勅
諚
な
り
。

汝
ら
朝
清
め
の
折
節
。
見
及
ぶ
事
も
有
べ
し
。
委
く
申
候

へ
。

我
等
賤
き
身
と
し
て
。
何
と
て
由
緒
を
存
候
べ
き
。
さ
り

な
が
ら
。
帝
徳
天
に
叶
は
せ
ば
こ
そ
。
か
ゝ
る
奇
特
も
あ

ら
は
る
ゝ
。
君
が
代
は
。
千
尋
の
底
の
さ
ゞ
れ
い
し
も
。

鵜
の
居
程
に
生
上
る
ま
で
。
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そ
れ
は
限
り
も
白
波
の
。
海
際
通
る
。

早
瀬
な
ら
で
。

唯
池
廻
る
島
津
鳥
。
〳
〵
。
つ
ゞ
き
て
受
る
君
が
代
を
。

守
る
剣
や
お
の
づ
か
ら
。
鳥
と
見
え
て
も
世
の
為
に
。
仇

な
る
物
を
治
む
ら
ん
。
〳
〵
。

抑
此
神
泉
苑
と
申
は
。
源
た
か
き
御
代
よ
り
出
で
。
其

末
久
敷
す
ん
で
。
代
々
の
帝
の
御
遊
の
池
た
り
。
中
に
も

淳
和
天
皇
遥
に
炎
旱
の
愁
を
聞
召
て
。
弘
法
大
師
に
勅
し

「「「「「「「

ワ
キ
、カ
ルヽ

シ
テ

歌
、同

ク
リ
、地

サ
シ同

ク
セ

給
ひ
。
請
雨
の
秘
法
を
修
せ
ら
れ
し
に
。
八
寸
の
青
蛇
。

長
一
丈
の
龍
頭
に
現
ず
。

夫
よ
り
絶
ず
王
城
の
。
守
護
神
と
成
ま
し
ま
す
。

其
後
醍
醐
の
聖
主
。
此
池
に
御
幸
成
し
時
。
洲
崎
に
を
り

る
鷺
を
。
取
て
参
れ
と
の
勅
諚
に
て
。
蔵
人
行
向
ひ
宣
命

を
含
め
け
れ
ば
。
則
翅
を
垂
て
随
ひ
け
り
。

又
後
醍
醐
の
天
皇
の
御
宇
か
と
よ
。
夢
中
に
女
人
来
り
て
。

白
刃
剣
難
の
隠
法
を
。
示
し
奉
り
玉
体
も
恙
ま
し
ま
さ
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ず
。

世
々
に
絶
せ
ぬ
奇
瑞
に
て
。

善
女
皇
を
守
る
心
ざ
し
。
深
き
し
る
し
の
ゆ
へ
や
ら
ん
。

い
か
様
鳥
類
も
。
こ
つ
し
や
う
に
随
ひ
て
。
国
の
あ
だ
と

も
な
る
べ
き
を
。
深
底
に
埋
も
る
ゝ
。
扨
し
ん
く
は
う
を
。

龍
中
に
相
添
。
常
に
ま
ど
り
の
吹
毛
は
此
淵
の
底
に
有
べ

し
。

不
思
議
な
り
と
よ
老
人
よ
。
〳
〵
。
其
霊
剣
の
有
所
委
く

「「「「「「「「「
シ
テ同

ロ
ン
ギ
、地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ同

教
へ
給
へ
や
。

不
知
や
そ
こ
と
も
し
ら
浪
に
。
納
む
所
は
千
尋
な
ら
ん
。

い
か
に
し
て
尋
ね
ん
。

さ
れ
ば
そ
れ
を
知
ら
ざ
れ
ば
。
信
心
尽
ぬ
手
向
草
。

深
き
願
ひ
も
重
な
ら
ば
。

千
尋
も
な
ど
か
。

及
ば
ざ
ら
ん
。

然
ら
ば
剣
を
捧
ぐ
べ
し
。
古
し
へ
は
此
池
の
主
。
善
女
龍
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王
を
戴
き
揚
し
神
な
り
。
暫
く
待
せ
給
へ
と
て
。
中
島
の

松
が
根
に
。
木
隠
れ
て
失
に
け
り
。
跡
木
隠
れ
て
失
に
け

り
。
（
中
入
）
シ
カ
〴
〵

様
々
に
心
を
尽
す
手
向
草
。
〳
〵
。
な
び
く
汀
の
露
迄
も
。

ま
が
ふ
光
の
玉
篠
を
。
小
舟
に
作
り
立
浪
に
。
仏
舎
利
を

こ
そ
は
浮
べ
け
れ
。
〳
〵
。

有
難
の
御
手
向
や
な
。
釈
尊
御
法
を
仰
ぎ
給
ひ
し
よ
り
以

来
。
王
城
守
護
の
龍
王
と
な
り
。
此
池
の
底
中
に
久
敷
埋

「「「「「

ワ
キ
、歌

後
シ
テ同

シ
テ同

む
。

刃
光
な
を
い
る
と
き
鵜
の
宿
り
。
や
ど
り
木
の
緑
も
立
や

中
島
。
木
深
き
陰
よ
り
這
渡
り
て
。
此
霊
剣
を
勅
使
に

捧
げ
。
其
ま
ゝ
立
舞
袖
の
追
風
の
。
返
々
も
お
も
し
ろ
や
。

（
舞
、
働
）

そ
も
〳
〵
剣
の
銘
は
。

そ
も
〳
〵
剣
の
銘
は
。
三
条
小
鍛
冶
宗
近
な
る
が
。
往
古

の
宝
と
な
る
べ
き
故
に
。
空
を
か
け
る
つ
ば
さ
の
類
ひ
も
。
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此
吹
毛
の
。
刃
光
に
あ
た
り
破
れ
。
寸
々
と
な
る
ぞ
と
云

捨
て
。
善
女
は
空
に
。
の
ぼ
り
か
け
る
が
。
又
立
帰
り
波

の
上
に
。
ひ
か
れ
て
わ
だ
か
ま
り
。
数
尺
に
変
化
の
。
形

は
其
儘
。
行
方
も
〳
〵
。
跡
白
波
と
ぞ
成
に
け
る
。
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